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連疾患はどこまで解ったか-, 第 11 回東邦花粉症フォーラム，平成 27 年 2 月 5

日, 東京 

 

氷見徹夫: 特別講演 アレルギー性鼻炎の病態を理解し治療戦略に生かす, 秋

田県花粉症学術講演会，平成 27年 2月 6日，秋田 

 

氷見徹夫: 特別講演 アレルギー性鼻炎の病態と症状の関連を解き明かす-特に

鼻閉をどのようにとらえるか-, アレルギー性鼻炎治療講演会，平成 27 年 2 月

10日，つくば 

 

氷見徹夫: 特別講演 アレルギー性鼻炎の病態と症状の関連を解き明かす-特に

鼻閉をどのようにとらえるか-, 西尾幡豆医師会学術講演会，平成 27 年 2 月 17

日，西尾 

 

氷見徹夫: 特別講演 アレルギー性鼻炎の病態と症状の関連を解き明かす, 西

三河アレルギーセミナー2015，平成 27年 2月 21日，刈谷 

 

氷見徹夫: 特別講演 耳鼻咽喉科領域感染症でみられる耐性菌の現状と問題点,  

 第 12回 札幌耳鼻咽喉科感染症フォーラム，平成 27年 3月 7日，札幌 

 

氷見徹夫: 特別講演 アレルギー性鼻炎の病態と治療戦略-なにが解ってきた

か？どこが変わってきたか？-, 青森市耳鼻咽喉科医会，平成 27 年 3 月 14 日，

青森 

 

氷見徹夫: 特別講演 免疫・アレルギー疾患の新しい展開と展望-鼻疾患，口腔・



咽頭疾患の解析から解ったこと，まだ解らないこと-, 第 14 回日胆頭頸部外科

臨床検討会，平成 27 年 4月 25日，苫小牧 

 

氷見徹夫: 特別講演 口腔・咽頭疾患の新しい展開と展望-免疫学的解析から解

ったこと、まだ解らないこと-, 第 10 回北摂耳鼻咽喉科疾患研究会， 平成 27

年 5月 14日，大阪 

 

氷見徹夫: 特別講演 免疫学的解析による口腔・咽頭疾患の新しい展開-扁桃肥

大と唾液腺腫脹の謎を解く-, 第 3 回大阪耳鼻咽喉科臨床懇話会，平成 27 年 5

月 30日，大阪 

 

氷見徹夫: 特別講演 唾液腺疾患の最近の話題-唾液腺腫脹の病態を探る-, 第 8

回奈良シェーグレン症候群研究会，平成 27年 7月 16日，奈良 

 

氷見徹夫: 特別講演 「微笑みの障害」と呼ばれる聴覚障害－乳幼児難聴に対す

る診断・治療の最前線-, 日本医師会生涯教育講座，平成 27年 10月 7日，三笠 

 

氷見徹夫: 特別講演 気道感染における上気道粘膜の役割と抗菌薬の新しい機

能,  第 20回広島上気道感染症研究会，平成 27年 10月 29日，広島 

 

白崎英明: 難知性鼻汁過多症例に対する薬物療法, ディレグラ expert セミナ

ー, 平成 27年 9月 6 日, 東京 

 

白崎英明: 講演-アレルギー性鼻炎の最新の知見—ディレグラ配合錠の使い方.

弘前耳鼻咽喉科医会勉強会, 平成 27年 10月 23日, 弘前 

 

白崎英明: 特別講演-難治性鼻汁過多症例に対する薬物療法 Allergic Rhinitis

セミナーin 仙台, 平成 27年 10月 29日, 仙台 

 

渡邉一正, 湯澤明夏: 頸部リンパ節転移をきたした原発不明癌の50歳男性. 

北海道医師会認定生涯教育講座 第15回千歳CPC, 平成27年2月5日, 千歳 

 

渡邉一正: 難聴の話. 千歳市要約筆記入門講座, 平成 27年 8月 23日, 千歳 

 

小西正訓, 木田雅彦： 嚥下機能手術にまつわるエトセトラ, 禎心会病院院内勉

強会, 平成 27年 9月 14日, 札幌 



 

才川悦子: 聴覚障害の基礎知識 平成 27 年度 要約筆記養成講座, 平成 27 年 6

月 9日, 札幌 

 

才川悦子: 補聴器の種類と機能, フィッティングのための調整手段, 補聴効果

の診断. 平成 26年度 日本耳鼻咽喉科学会補聴器講習会, 平成 27年 1月 18日, 

札幌 

 

才川悦子: 輝く Allergist のためのワーク・ライフバランス, 第 2 回日本アレ

ルギー学会総合アレルギー講習会 男女共同参画医師支援ランチセミナー, 平

成 27年 12月 13日, 横浜 

 

今野信宏: 耳鼻咽喉科領域のアレルギー. 函病健康教室, 平成 27年 2月 19日, 

函館  

 

黒瀬 誠： 嚥下関連手術について耳鼻科医が考えていること.禎心会病院院内勉

強会, 平成27年9月14日, 札幌 

 

高野賢一: 「鼻粘膜上皮をめぐって」.田辺三菱社内講演,平成27年6月12日, 札

幌 

 

高野賢一: 「めまいを起こさずめまいを診よう」. 函館五稜郭病院モーニング

レクチャー，平成27年6月30日，函館 

 

関 伸彦： 内科医に知ってほしい好酸球性副鼻腔炎の診断と治療. Sapporo 

Respiratory Circle，平成 27 年 11 月 19 日，札幌 

 

亀倉隆太：検体採取及び味覚・嗅覚検査のシミュレーション, 検体採取等に関

する厚生労働省指定講習会, 平成27年9月13日, 札幌 

 

   《学 会 発 表》                                      

 

第 6回千歳臨床医学研究会（平成 27年 1月 24 日, 千歳） 

渡邉一正，松本亮司，瀧川修吾: 急性感音難聴，めまいで発症した小脳梗塞の

１例 



 

第 8回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会 (平成 27 年 1 月 25日, 札幌) 

小西正訓： 脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況 第一報 

小西正訓： 脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況 第二報 

 

第 25 回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会 (平成 27年 1月 29-30 日, 大阪) 

黒瀬 誠： 頭頸部手術におけるV-Locクロージャーデバイスの有用性 

今野信宏, 垣内晃人, 坪田 大: 甲状腺未分化癌頚部転化型の１例 

阿部亜由美，関 伸彦，高野賢一，近藤 敦，氷見徹夫： 当科で経験した先天性

副耳下腺頬部皮膚瘻の１例 

高橋 希, 高野賢一, 大國 毅, 黒瀬 誠, 近藤 敦, 氷見徹夫: ESSを施行した眼

症状を主訴とする副鼻腔嚢胞症例の検討 

垣内晃人, 黒瀬 誠, 近藤 敦, 高野賢一,氷見徹夫: 当科で経験した陰圧閉鎖

療法が奏功した 2症例 

 

第 38 回日本嚥下医学会学術講演会 (平成 27 年 2 月 6-7 日, 福島) 

小西正訓： 脳卒中発症後の時間経過と経管離脱・普通食移行状況の検討 

 

第 30 回日本静脈経腸栄養学会学術集会 (平成 27 年 2 月 12-13日, 神戸) 

小西正訓： 脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況～疾患ごとの検討～ 

今野信宏, 垣内晃人, 坪田 大: 頭頚部がん患者におけるサルコペニア二関し

ての検討 第２報 

宮崎裕子, 伊藤洋平, 小林夕紀子, 小西正訓： 慢性腎臓病による合併症により

栄養管理に苦慮した 1例 

 

第 33 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 (平成 27 年 2 月 26-28 日, 東京) 

白崎英明, 才川悦子, 菊池めぐみ, 氷見徹夫：ヒト鼻粘膜におけるアドレナリ

ンα受容体サブタイプの発現と局在 

宮田 遼，高野賢一，小笠原徳子，野村一顕，氷見徹夫：ヒト鼻粘膜バリアにお

ける microRNA-146aの役割 

 

第 41 回北海道頭頸部腫瘍研究会 (平成 27年 2月 28 日, 札幌) 

今野信宏, 垣内晃人, 坪田 大: 甲状腺未分化癌頚部転化型の 2例 

 

第 211 回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会（平成 27年 3月 29日, 

札幌） 



渡邉一正: 当科における小児急性中耳炎例の検討 

小西正訓： 脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況～52週間の追跡結果～ 

百島尚樹，今井良吉，小林一豊： 穿刺吸引細胞診後，急速にびまん性甲状腺腫

脹を来した１例 

正木智之, 長島 勉, 染川幸裕： 当科における睡眠時無呼吸症候群の検討と治

療のアルゴリズム 

宮田 遼, 高野賢一，近藤 敦，坪松ちえ子，小泉純一，阿部亜由美，氷見徹夫：

最近当科で経験したグロームス腫瘍症例 

高橋 希, 黒瀬 誠, 光澤博昭, 長屋朋典, 高野賢一, 氷見徹夫: 頚部と背部に

発生した多発脂肪芽腫の 1例 

 

第 55 回日本呼吸器学会学術講演会 (平成 27 年 4 月 17-19日, 東京) 

重原克則, 亀倉隆太, 宮島さつき, 高橋弘毅, 伊藤 進, 一宮慎吾: アトピー

型気管支喘息における末梢血濾胞ヘルパー T 細胞の解析 

 

第 31 回日本リハビリテーション医学会北海道地方会(平成 27年 4月 18 日, 札

幌) 

小西正訓： 脳卒中発症後の時間経過と経管離脱・普通食移行状況の検討 

 

第14回日胆頭頸部外科臨床検討会（平成27年4月25日, 苫小牧） 

志藤文明： 喉頭気管分離術と嚥下改善手術を行った一例  

 

第 104 回日本病理学会総会 (平成 27 年 4 月 30-5月 2日, 名古屋) 

亀倉隆太, 重原克則, 實川純人, 川田耕司, 氷見徹夫, 一宮慎吾: 2型濾胞ヘル

パー T 細胞と制御性 B 細胞はアレルギー性鼻炎から気管支喘息への移行に関

与している 

實川純人, 亀倉隆太, 川田耕司, 熊谷綾子, 佐藤明紀, 長屋朋典, 山下恵司,     

氷見徹夫, 一宮慎吾: 甲状腺癌発生におけるソーティングネキシン 5 の機能的

意義 

 

第 10 回日本小児耳鼻咽喉科学会学術講演会（2015 年 5 月 8-9日,  軽井沢） 

高野賢一, 才川悦子，小笠原徳子，高橋 希，氷見徹夫: 当科における 2歳未満

の人工内耳埋込術症例の検討 

長屋朋典, 光澤博昭，黒瀬 誠，氷見徹夫: 当科における小児気道確保手術の検

討 

高橋 希, 黒瀬 誠, 光澤博昭, 長屋朋典, 高野賢一, 氷見徹夫: 頚部と背部に



発生した多発脂肪芽腫の 1例 

 

第 4回札幌栄養管理情報ネットワーク研究会 (平成 27 年 5 月 9 日, 札幌) 

小西正訓： 嚥下食は言葉だけで伝わるか？ 

菊地貴子, 高井晴子, 小西正訓： 院内でのとろみ統一に向けた取り組み 

稲葉久子, 松澤 優, 小西正訓, 岡 亨治： 南区の医療・福祉施設嚥下調整食提

供の実態 

 

第 116 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会 （平成 27 年 5 月 20-23 日, 東

京） 

白崎英明, 才川悦子, 菊池めぐみ, 氷見徹夫: ヒト鼻粘膜におけるアドレナリ

ンα受容体サブタイプの発現と局在 

計良 宗, 角木拓也, 宮田 遼, 野村一顕, 小幡和史, 氷見徹夫: 鼻粘膜上皮細

胞のタイト結合分子claudinをターゲットとしたdrug delivery systemの構築 

宮田 遼，角木拓也，野村一顕，小笠原徳子，大國 毅，高野賢一，氷見徹夫：

miRNA-146aはヒト鼻粘膜バリアを調節する 

山下恵司, 川田耕司, 實川純人, 長屋朋典, 松宮 弘，亀倉隆太，一宮慎吾，氷

見徹夫：ヒト扁桃に存在する濾胞ヘルパーT細胞の制御機構の解明 

 

第 64 回日本アレルギー学会学術大会（平成 27 年 5 月 26日-28日, 東京） 

白崎英明 , 才川悦子, 菊池めぐみ, 氷見徹夫, ミニシンポジウム：ヒト鼻粘膜

における自律神経受容体サブタイプの発現と局在 

亀倉隆太, 重原克則, 實川純人, 小笠原徳子, 高野賢一, 氷見徹夫, 一宮慎

吾: アレルギー性気道疾患の病態形成における濾胞ヘルパー T 細胞と制御性 

B 細胞の役割 

小笠原徳子, 高野賢一，亀倉隆太, 氷見徹夫： RSウイルス感染症における細気

管支炎・喘鳴の発症予測因子としての microRNA の可能性 

 

第 39 回日本頭頸部癌学会（平成 27年 6月 3-6 日, 神戸） 

近藤 敦, 小柴 茂, 黒瀬 誠, 氷見徹夫：喉頭癌放射線治療後残存再発症例に対

する喉頭垂直部分切除術の検討 

今野信宏, 垣内晃人, 坪田 大: 甲状腺未分化癌頚部転化型の２例 

 

第 77 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会（平成 27 年 6 月 25-26日, 浜松） 

百島尚樹，今井良吉：穿刺吸引細胞診後，急速にびまん性甲状腺腫脹を来した

１例 



菊池めぐみ, 小柴 茂, 浅野勝士, 染川幸裕： 側頭骨に生じた軟骨芽細胞腫の 1

例 

村山公介，山﨑徳和，山下恵司，伊藤史恵，氷見徹夫：長期人工透析患者に認

められた副甲状腺癌症例 

 

第 19 回北海道アレルギー研究会 (平成 27年 6月 27 日,  札幌) 

重原克則, 亀倉隆太, 川田耕司, 長屋朋典. 實川純人, 宮島さつき, 高橋弘毅, 

氷見徹夫, 一宮慎吾: アトピー型気管支喘息およびアレルギー性鼻炎における

末梢血濾胞ヘルパー T細胞と制御性 B 細胞の検討 

 

第 67 回日本細胞生物学会大会（平成 27年 6 月 30日-7 月 2 日,  東京） 

角木拓也, 黒瀬 誠, 高野賢一, 近藤 敦, 小幡和史, 野村一顕, 宮田 遼,   

金野 匠, 高橋駿太, 畠山翔翼, 幸野貴之, 氷見徹夫, 小島 隆: 頭頸部扁平上

皮癌における p63/GATA-3経路を介したタイト結合分子 JAM-Aの発現調節機構 

金子躍人，近藤昌夫，計良 宗，角木拓也，高野賢一，幸野貴之，氷見徹夫，小

島 隆： C-CPE変異体を用いたヒト鼻粘膜上皮細胞を介したインスリン透過性の

検討 

 

第 27 回日本嚥下障害臨床研究会 (平成 27年 7月 4-5日, 広島) 

小西正訓, 津田豪太： 脳幹小脳梗塞後の嚥下障碍に対し、嚥下改善術を行なっ

た一例 

 

第 27 回頭蓋底外科学会 (平成 27年 7月 9-10 日, 名古屋)  

今野信宏, 垣内晃人, 坪田 大: 中咽頭癌翼状突起浸潤例に対しての手術アプ

ローチ：経頚部—経口腔—経鼻内内視鏡アプローチ 

 

第 49 回ウィルス学会北海道支部会 夏季シンポジウム （平成 27 年 7 月 25-26

日, 伊達） 

山本圭佑, 山本 聡, 橋本 真, 堤 裕幸, 氷見徹夫, 横田伸一：ヒト気道上皮細

胞における RS ウイルスおよび Poly I:C 刺激時の抗炎症反応作用点の解析 

 

第 33 回耳鼻咽喉科ニューロサイエンス研究会（平成 27年 8月 29日, 大阪） 

角木拓也, 高野賢一, 小島 隆, 氷見徹夫: 温度感受性マウス内耳有毛前駆細

胞における tricellular tight junction proteins の動態変化 

 

第 3 回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会総会・学術講演会（平成 27 年 9



月 3-4日, 札幌） 

渡邉一正: 当科における小児急性中耳炎例の細菌学的検討  

野村一顕, 今井良吉: 不幸な転帰をとった劇症型 A 群レンサ球菌感染症の 1例 

山本圭佑, 小笠原徳子, 高野賢一, 氷見徹夫： RS ウィルス感染時のヒト気道

上皮細胞における抗菌薬の抗炎症効果とその作用点の検討 

矢島諒人, 宮田 遼, 吉岡 巌： 当科で経験した扁桃梅毒の一例 

伊藤史恵, 高野賢一，大國 毅，小笠原徳子，野村一顕，氷見徹夫： 診断に苦

慮したANCA関連血管炎性中耳炎の１例 

村山公介，小笠原徳子，近藤 敦，小泉純一，坪松ちえ子，松宮 弘，阿部亜由

美，氷見徹夫：ムコーズス中耳炎の 2例 

 

第 95 回交通医学会北海道地方部会（平成 27 年 9 月 5 日, 札幌） 

正木智之, 長島 勉, 染川幸裕： 当科における睡眠時無呼吸症候群の検討 

 

第 32 回日本リハビリテーション医学会北海道地方会 (平成 27年 9 月 5 日, 札

幌) 

小西正訓： 脳卒中急性期から回復期への情報伝達における問題点 

 

鈴木式鼓室形成術セミナー2015（平成 27年 9 月 5 日, 東京） 

染川幸裕，長島 勉，正木智之：当科における緊張部型真珠腫の治療成績 

 

第 28 回日本口腔・咽頭科学会総会・学術講演会（平成 27 年 9 月 10-11 日, 大

阪） 

白崎英明, 山本哲夫, 才川悦子, 関 伸彦, 氷見徹夫： 口腔アレルギー症候群

の血清学的診断におけるコンポーネント解析の有用性について 

高野賢一，野村一顕，阿部亜由美，亀倉隆太，氷見徹夫: IgG4 関連疾患におけ

る唾液腺生検に関する検討 

坪松ちえ子，新谷朋子，氷見徹夫：小児OSASにおけるIntegrated PSG Systemの

検討 

亀倉隆太, 高野賢一, 實川純人, 長屋朋典, 一宮慎吾, 氷見徹夫: IgG4 関連ミ

クリッツ病の病態形成における濾胞ヘルパー T 細胞と制御性 B 細胞の役割 

阿部亜由美，高野賢一，亀倉隆太，氷見徹夫： IgG4関連疾患における顎下腺導

管上皮タイト結合分子の発現変化 

 

第 21 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 (平成 27年 9 月 11-12

日, 京都) 



小西正訓： 脳卒中発症 1年後の摂食機能予後を発症初期に得られるパラメータ

から予測する 

今野信宏, 垣内晃人: ELPS後の下咽頭狭窄に対してバルーン拡張が有効であっ

た 1例 

菊地貴子, 小西正訓： 当院におけるステップダウン症例の現状と課題 

松澤優, 小西正訓： 当院における嚥下障害看護の卒後教育について～少人数学

習会の効果と課題～ 

 

第 95 回北海道医学大会腫瘍系分科会（平成 27 年 9 月 12日, 札幌） 

角木拓也, 黒瀬 誠, 高野賢一, 近藤 敦, 小幡和史, 野村一顕, 宮田 遼, 金

野 匠, 高橋駿太, 畠山翔翼, 幸野貴之, 氷見徹夫, 小島隆: 頭頸部扁平上皮

癌の悪性化における p63依存性タイト結合分子 JAM-Aの役割 

 

第24回日本シェーグレン症候群学会学術集会（平成27年9月18-19日, 東京） 

高野賢一，野村一顕，阿部亜由美，亀倉隆太，氷見徹夫: IgG4 関連疾患におけ

る唾液腺生検に関する検討 

亀倉隆太, 高野賢一, 山本元久, 高橋裕樹, 一宮慎吾, 氷見徹夫: ミクリッツ

病における濾胞ヘルパー T 細胞と制御性 B 細胞の検討 

阿部亜由美，高野賢一，亀倉隆太，氷見徹夫： IgG4関連疾患における顎下腺導

管上皮タイト結合分子の発現変化 

 

第 47 回日本臨床分子形態学会総会・学術集会（平成 27年 9月 18-19 日,長崎） 

角木拓也, 黒瀬 誠, 高野賢一, 近藤 敦, 小幡和史, 野村一顕, 宮田 遼, 金

子躍人, 金野 匠, 高橋駿太, 畠山翔翼, 幸野貴之, 氷見徹夫, 小島 隆: 頭頸

部扁平上皮癌における p63/GATA-3経路によるタイト結合分子 JAM-Aの発現メカ

ニズムの解明 

金子躍人，幸野貴之，畠山翔翼，高橋駿太，角木拓也，宮田 遼，金野 匠，二

宮孝文，菊池 真，高野賢一，氷見徹夫，小島 隆： マウス内耳有毛前駆細胞に

おける一次線毛の生細胞観察 

 

第 54 回日本鼻科学会総会・学術講演会（平成 27 年 10月 1-3日, 広島） 

白崎英明, 才川悦子, 関 伸彦, 菊池めぐみ, 氷見徹夫：システイニルロイコト

リエンによる好酸球遊走作用に関する検討 

高野賢一，金子躍人，角木拓也，野村一顕，大國 毅，氷見徹夫: 鼻粘膜上皮細

胞における p63の新たな役割の検討 



大國 毅，野村一顕，才川悦子，高野賢一，関 伸彦，氷見徹夫：前頭洞を占拠

する鼻副鼻腔乳頭腫症例の検討 

野村一顕, 大國 毅, 高野賢一, 才川悦子, 氷見徹夫: 内視鏡下に摘出した上

顎洞角化嚢胞性歯原性腫瘍の 1例 

金子躍人，計良 宗，角木拓也，宮田 遼，高野賢一，幸野貴之，小島 隆，氷見

徹夫： C-CPE 変異体を用いたヒト鼻粘膜上皮細胞を介したインスリン透過性の

検討 

 

第 25 回日本耳科学会総会・学術講演会 （平成 27年 10 月 7-10日, 長崎） 

染川幸裕，長島 勉，正木智之：当科における緊張部型真珠腫症例の治療成績 

高野賢一，小笠原徳子，氷見徹夫: 先天性小耳症例における下顎形態と外耳・

中耳形態の関係 

角木拓也, 高野賢一, 氷見徹夫: 温度感受性マウス内耳有毛前駆細胞における

tricellular tight junction proteins の変化 

 

第 212回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会（平成 27年 10月 18日, 

札幌） 

小西正訓： 脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況～疾患ごとの検討～ 

宮田 遼，矢島諒人，吉岡 巌：骨転移による消化管運動障害を来たした扁平上

皮癌・乳頭癌混在の甲状腺癌の一例 

高橋 希, 光澤博昭, 長屋朋典, 黒瀬 誠, 高野賢一, 近藤 敦, 伊藤史恵, 氷

見徹夫: 気管腕頭動脈瘻に対する腕頭動脈塞栓術後コイル脱落による気管支異

物を生じた一例 

伊藤史恵, 黒瀬 誠，才川悦子, 高野賢一，大國 毅，野村一顕，氷見徹夫： 喉

頭神経内分泌腫瘍の1例 

村山公介，小笠原徳子，近藤 敦，小泉純一，坪松ちえ子，松宮弘，阿部亜由美，

氷見徹夫：ムコーズス中耳炎の 2例 

 

第 21 回北日本頭頸部癌治療研究会 (平成 27 年 10月 24 日, 仙台) 

松宮 弘, 近藤 敦, 黒瀬 誠, 村山公介, 氷見徹夫 : 札幌医科大学における舌

癌症例の検討  

 

第 48 回日本甲状腺外科学会学術集会（平成 27 年 10月 29-30 日, 東京） 

小幡和史, 蛯名 彩, 元井紀子, 杉浦善弥, 戸田和寿, 杉谷 巌, 川端一嘉：甲

状腺未分化癌に対する Lenvatinib使用により総頸動脈出血を呈した１例 

 



第 10 回臨床ストレス応答学会大会（平成 27 年 11月 6-7日, 東京） 

山本 聡, 小笠原徳子, 白石 宗, 佐藤豊孝, 氷見徹夫, 伊藤英晃, 横田伸一：

哺乳類 HSP60の新規基質 NIP-SNAP2タンパク質の機能解析 

 

第 6回 Airway Medicine 研究会 (平成 27 年 11月 7日, 大阪) 

白崎英明: ロイコトリエンによる局所好酸球浸潤のメカニズム-EoL-1 細胞を用

いた細胞遊走に関する検討 

 

第 44 回日本免疫学会学術集会 (平成 27年 11 月 18-20 日, 札幌) 

Ryuta Kamekura, Katsunori Shigehara, Sumito Jitsukawa, Tomonori Nagaya, 

Koji Kawata, Tetsuo Himi, Shingo Ichimiya: Relative decrease in regulatory 

B cells is associated with the progression of allergic rhinitis to bronchial 

asthma under the unique skewing of type 2 follicular helper T cells 

Katsunori Shigehara, Ryuta Kamekura, Koji Kawata, Tomonori Nagaya, Tetsuo 

Himi, Shingo Ichimiya: The analysis of follicular helper T cell in the 

patients with chronic obstructive pulmonary disease 

 

第 68 道南医学会 (平成 27 年 11月 21 日, 函館) 

今野信宏, 垣内晃人: 頭頚部癌遊離再建症例における前外側大腿皮弁の有用性 

今野信宏, 垣内晃人: 当科における retroauricular insicion による頸部手術

の検討 

 

第 63 回日本ウィルス学会学術総会（平成 27 年 11月 22-24 日, 福岡） 

Keisuke Yamamoto, Shin Hashimoto, Hiroyuki Tsutusmi, Tetsuo Himi, 

Shin-ichi Yokota：Clarithromycin and garenoxacin suppress proinflammatory 

cytokine and chemokine induction in airway epithelial cells induced by 

human respiratory syncytial virus via different signal pathways 

 

 
第 60 回日本聴覚医学会総会・学術講演会（平成 27年 11 月 22-23日, 東京） 

才川悦子, 新谷朋子, 海崎 文, 吉野真代, 今野綾美, 北川可恵, 氷見徹夫: 

小児蝸牛奇形における人工内耳埋め込み術の経過 

 

   《そ の 他》                                      

 



氷見徹夫：小児の人工内耳 耳ができるまでと最近の話題. 小児人工内耳勉強

会. 平成 27年 5月 17 日, 札幌 

 

氷見徹夫：聞こえについて -人工内耳の最近の話題-. 成人人工内耳勉強会.  

平成 27年 8月 23日, 札幌 

 

白崎英明: 口腔アレルギー症候群とは. 高校保健ニュース 534:8-9, 2015. 

 

白崎英明: 研究者はなぜに研究するのか.北海道医報 1164号:60, 2015. 

 

小西正訓： 道内における嚥下機能手術の需要と供給. 北耳報第 138号. 北海道

耳鼻咽喉科医会. 3-12, 2015. 

 

中央区耳鼻咽喉科医 M・K（小西正訓）： 特集 誤嚥性肺炎を防ぐために. 健康

さっぽろ第 33号. 札幌市医師会. 2-3, 2015. 

 

高野賢一：「学んで治そう」北海道新聞 平成 27年 7月 1日 

 

高野賢一：「中高年に多い耳の悩み」 医療と介護ナビ 夏・秋号：16-17 

 


